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第 一 問

1. 与 式 = -11mn

2. 与 式 = 6 t 4

= 1 0
~

3. 与 式 二 %導
= 対
_

4. (a t 4 b ) - (2 a - b )
= a t 4 b - 2a t b
= - a +5 b

a = - 1
, b = f を代入 して

- ( - 1 ) +5 × f = 1 + 3 =

5. 与 式 = A - R

= 3は -E

=返



6. I - x - 12 を 因数分解 する と

(x + 3 )(x - 4 )
よって ( つ( t 3 )(x - 4 ) = 0
i. つに-3,42nsec

7. 反比例 y = f に つく = -5
,
y = 2 を代入 して

2 = f ⇒ a = -10

よって 反比例 の 式 は 、 y = - f
これ に つく = 3 を 代入 して

y =

8.

四角形 ABCD の

内角 の和 は 360

したがって
.

は 二 36 - (43°+32°+20)s
= 2 5 7

。

よって くつに 360°-257 1030mn



(別解 )
国 の よう に補助線を

引く 。

× ⑦ 三角形 の 外角 より
•
+ メ

④ ⑦ 二 ・ 十 X
☆礀

④ = L t •
•

• 闈

よって くっ( 二 ⑦ t④ = • + x + 十 ・

二

器。

• +

i + •

+287 ぬ。

= 1



第二 問
1.

い) まず 点 B の 座標 を
求める

。

点 B は お 一つ(
2

の

グラフ 上 に あり
、

x = 2 な ので
、

y = -22
= -4

こ、 B ( 2 ,

- 4)

点 C は 、 y ニーズ の

グラフ 上 に あり 、 y座標 は
、

点 B の は座標
と 等しい ので

、
y = -4

。
よって

-4=-3(
2

⇒ x = ± 2

点 C の 北 座標 は 負 な ので
、
( し ー 2

,-41nsec
※ 放物線 は 、

y 軸 について 左右対称 。

点 B と 点 C も y 軸 について 左右対称
な ので
点 B の 水座標 = 2

⇒ 点 C の x座標 = - 2



(2) 点 A は 、 y = きが の グラフ 上 に あり
、

x = 2

な ので
.

y = I × 2
2

= 2

よって 1- (2,23nsec 。
C は い ) より ( 1- 2

,-41msec
よって 求める 直線 の 式 を G = ax + b と おく と

2 = 2 a t b - D (x = 2 . y = 2 を代入 )b-4-2_ateI-@Cx-2.y = - 2 を 代入)
6 = 4 a

a

これ を ① に 代入 して

2 = 2 × f + b
1 = 3 t b
b = -2

よって 求める 直線 の 式 は はぎい2mon.



2

い) 円錐 の体積 = 半径 ×半径 × 兀 × 高 さ En
= 3 × 3 × 死 × 4 × j

=Rtcmmnnnn
(2)

り
て ⑤

則 一全体の円錐

円錐 P と 全体 の 円錐 の 相似比 は
、

3 : 5
。 体積 比 は 、 相似比
_

の 3乗 なので

33:53 二

育籤: 1品5ていたの円錐
全体 の 円錐 二 円錐 P + 立体 Q より

立体 Q = 全体 の 円錐 - 円錐 P
= 1 25 - 2 7 =

よって
.
円錐 P : 立体 Q = 27 :98mon



3.
い)

カレーライス と 回答 した の

は 、 全体 の 30% なので

器 x =熱

(2) 2年生全体 の 人数 を求め て から
.

から揚げ と

回答 した人数を求める 。

1 年生全体 の 人数 を つく 人

2年生全体 の 人数 を 7 人 と する 。

1年生全体 の 人数 と 2年生全体 の 人数 は 、

合わせ て 15 5 人 な ので
、

つく𦥯
また 、 カレーライス と 回答 した 1 年生 は 、 しり より

fx 人 、
2年生 は 24 % なので器 y =Iy 人

。

合わせ て 42人 な ので

fxteythmnnfnn
よって

っ( t y = 1 55 - ①{ 高い対 = 42 - ②



② の 分数 を なくす ため
、

両辺 に 50 を かける と
、

15x + 1 2 y = 2 1 0 0 - ③
③ の 両辺 を 3 で 割る と

、

5x + 4 y = 7 0 0 - ④
よって

、
① × 4 - ② を 計算 する

。

4 x + 4 y = 6 2 0

一)5×+48=-27-0
一つ(

x

= -80
= 80

これ を ① に 代入 し て
8 0 + y = 1 5 5 ⇒ y = 75

よって 2年生全体 の 人数 は
'返

から 揚げ と 回答 した 2年生 は
、

全体 の 36%
な ので

75 × 3,6T = 3 ×
3ポ = 3 × 9 = 27 人

いい



4.

い) A 中学校 の 人数 は 100 人 な ので
、
中央値 は

、

50番目 と 5 1 番目 の平均 値

ヒストグラム より
50番目 と 5 1番目 の

平均 は
、

2 0が火上 25味満
一

の階級に 入っ て いる
。

15262420

1 0

3

炭
T鬫

(2)
(ア) A 中学校 の 中央値 の 階級は 20m以上 2 5m未満
REZIRIIERTI は 、 20m以上 25m未満
↳ B中学校 の 人数は 50 人 な ので

、 中央値 は
25番目 と 2 6番目 の平均値

よって 正しい
いいっ



(イ) A 中学校 の最大値 は 30 m以上 35 m 未満
B 中学校 の最大値 は 35m以上 40 m 未満

よって
.

B 中学校 の 方 が 大きい 。 誤り
いい

(ウ) 最頻 値 : 最も度数 の 多い階級の階級値

階級値 : 階級 の端 と端 の 平均値

鰷
A 中学校 の 最も度数 の 多い 階級 は

、 15 ~20mon
よって 最頻 値 は 、

は春 二17.5mn

B 中学校 の 最も度数 の 多い階級は 20 ~25min
よって 最頻値 は

、

20
=22.5mn

最頻値 は 、
B 中学校 の 方 が 大きい 。 誤り

一、



(エ) 2 5m以上 30m未満 の

1 度数 (人数)

相対 度数 =

その 階級 の 度数
度数 の合計
↑ 全体 の度数 (人数)

2 5m以上 30 m 未満 の

A 中学校 の度数 = 20 ⇒ 相対度数 =器澄
B 中学校 の度数 = 6 ⇒ 相対度数 =無
よって

、
相対度数 は 、

A中学校 の 方 が 大きい 。 正しい
てい

け) 累積 相対度数
⇒ 最小 の 階級 から

、 釡懝R韭 の相対度
数 の 和 ↳ 今回 は 、 15 ~ 20 まで

。

A 中学校
階級 度数 相対度数 累積相対度数
5 ~ 1 0 3 0

. 03 0 . 0 3

1 0 ~ 1 5 1 7 0
、

1 7nzgf 0.20 ⑦

15 ~2 0 26 0
.
46 ⊕

⑦ = 0.03+0.17=0.20

⑥ =無 +酒 +II = 0 . 46



B 中学校
階級 度数 相対度数 累積相対度数
5 ~ 10 / O 、

0 2 0
.

02

1 0 ~ 1 5 8 0 、 1 6 0
、 1 8

1 5 ~2 0 15 0 、 3 0 0.48

よって 15 m以上 20m 未満 の 累積相対度数 は
、

B中学校 の 方 が 大きい 。 誤り
いい

以上 より
、
答え は 、 (ア). は )

ひょいと



第 三 問
い) 箱 A から 球 を取り出す の は 3 通り
箱 B から 球 を取り出す の は 、 4 通り
よって 3 × 4 = 12 通り

2min

(2)

て 2行 目 で 星形 の シール

POTST
/ が"は" が出れ ば良い 。昼り

L
3列 目 で 星形 の シールが そろう に は

、

「3」 と 「 7 」 が出れば 良い
ANTI

2通り
-> 1 列 目 で 星 形 の シール がそろうには

「
1
」

と 「5」 が 出れ ば 良い 。

いてる通り

景品 が もらえる 球 の 取り出し方 は 、

1 + 2 + 2 = 5通り

球 の 全て の取り出し方 は ー
い ) より 12通り

。

よって 求める確率 は j
nnnr



2.

い) 表 より 、 設定 A で 点灯 さ せる 場合
1時 間 に 60 分 ) → 300 Wh

×で 10 分 → seen
2は

(2) 1時間 30 分で

(ア) ↓ 450Wh

nnnnnnnn
くー 1時間 で 300Wh

renren.vn
くー 1時間 で 100Wh

↑
1時間 30 分 で
150Wh

わ爍! は0Wh
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

i
- - - - - - - - -

撈- ※ownI

i
'

18時30分



(イ)

.

飋電力量が 等しくなる

i 時刻

稲ぼ ・ ぽ
け時 45 分
いい

.
i

^

忱
17時30分 ~ 18時 は 、

設定 13/ 17時30分 ⇒ 1時間 で 100Wh な ので 、

30分では

点灯 しない ので
、
電力量 は 0

.

50Wh

(参考 ) 式 で 求める 。

交点 を求めれ ば 良い ので
、

の 直線 の式 と

の 直線 の 式 を 求めれ ば 良い。

の 直線 の 式
(っに 1.5 、 y = 4 5 0 )

、 ( x = 3 . y = 600 ) を通る ので
450=1.5 a + b

一) 6 0 0 =~
よって

y = 100 つ( +3 。 。 、 、 、 ①

1 5 0 = 1 . 5a

A = 1 0 0

4 5 0 = 1 50 tb
i. b = 30 0



の 直線 の 式
(x = 1

, y = 50 ) 、
(x = 2 , y = 3 5 0 ) を 通る ので、

50 = a t b よって

一) 3 5 0 :2atb.name y = 3 00 x -250 い②
3 0 0 = a

a = 3 0 0

5 0 = 3 00 tb

i. b = -250

①
、 ② の 交点 を 求める と

、

y = 1 0 0 も t 3 0 0{ y = 3 0 0x - 2 5 0

i. 3 0 0 x - 25 0 = 1 0 0x + 3 0 0

2 00 x = 5 5 0 バク 51時間 = 60分 2 × o.75(
x = 2.75/0.75時間

= 45 分

2.75 時間 = 2時間 45 分

よって 17時 から 2時間 45分後 は 、 19時45分
.name



第 四 問
1. 線分AB は 、

円 0 の直径で あり 、
点 C は 、 円 0

上 に ある ので
、 LA CB = 9 。

よって △ ABC は直角三角形。

A B = 6
.
A C = 4 で 三平方 の 定理 より

、

BC = V62

= V36 -16
一

= IT
=

2Acm~nnnn_2.LI
ABC と △ A DE に

い お い て
、 仮定より

✓ LA CB = 〈 AED = 9

•

- ①
また

、 共通な 角 は等しい
ので

、

LCA B = L EA B - ②

① 、 ② より .
2糸且 の 角 が それぞれ等しい ので

、

△ ABC △ A DE (証明終わり )



3.

問題 文 より
、

A C = AD で
、

4

「「

な A C = 4 よりAT

l また
、 問題文 より

、

A B = 6

※ な ので、

_
叩 = AB -AD

= 6 -

4.tn
△ ABC の 面積 = 4 × NT × I

△ABC と △ ADC※熹邈
△ABC の 底辺 ⇒ AB
△ ADC の 底辺 ⇒ AD

。 よって 三角形 の籬との嬴な罡善高_ʰE昆なる
。

よって
△ ADC の 面積 = △ ABC の 面積 ×f

= 4 ×

溥 cm
2

nnnnrnre



次に △ ADC と △ CED に 着目
する 。

△ ADC の 底辺 = A Cthy △ CED の 底辺 = CE

と する と
、 高 さ は等しくなる 。

よって 三角形 の 面積 の 比 は 、 底辺 の 比 となる
。

ここ で 2
. より △ ABC s △ A DE で

AD = 4
. A B = 6 より 相似比 は 2 : 3

対応 する 辺の相似 比 は等しい ので
、

AE : A C = 2 : 3 - ①

よって
.AEC

したがって
△ CED の 面積 = △ ADC の 面積 × j

溥は
二築 cm

2

nnrrnrrn



4.

③ 。
-_-

2
。 より △ABC △ADE

で相似比 は 3 .
① より

2 : 3

fが 1
. より BC = 2か な ので

ED = な ×

=fmtnn
次に DG の 長 さ を求める 。

〈考え方 〉
DDG の 長 さ を 求め たい 。

ITEDEEEFTB で
、

BC ニ な な ので
、

△ F DG と △ F CB の 相似比 が分かれば、
1つ 9 の長 さ が 求め られる 。

一

② △ F DG と △ F CB の 相似 比 を求め たい 。

⇒ figyyE.EE 分かれば 相似比が

③ CD と DF の 長 さ を 求め たい
⇒ △ CDE は t.DE に 90 の 直角三角形 で

、

CE
、
ED の 長 さ が 分かる の で

CDIE~nn.EE/hiEEで求められる
。



⇒ △ ACDa OF BD で
、

CD と BD の長さ
は分かる ので

、

△A CD と △ FB D の相似比
が求め られる 。

お て
相似 比 より 1) 下 の 長 さ
一

球められる
.

CD と DF の長 さ を求める。

→ △ FD G と △ ECB の 相似比 を求める。

→ DG の 長 さ を 求める
、

△ CDE は .

L DE C =9
の 直角 三角形 。

や鸝 A C = 4 で あり
、

築1 A C : EC = 3 : 1

より

EC = JAC

tn
よって

、

三 平方 の 定理 より

ER淮に遡
=嚥灃



△A CD と △ F BD に

•\ お い て
、

d
3 AT に対する 円周角 は

4
If
2
が 等しい ので .

LA CD = LF BD -①
V8 成 に対する 円周角 は

等しい ので
LDA C = L DFB - ②

(対 頂角 は等しい ので
、
LA DC 二 LF DB で も 良い)

①
、
② より 2組 の 角 が それぞれ等しい ので

.

△ A CD s △ F BD

対応 する 辺 の 比 は 等しい ので
、

寧𣷺 望 : FD

よって

T ・ FD = 8

IR = 8 ×玵
浩



△ FD G と△ ECB
において

.

>郾」
な EG 4 CB より

、

同位角
」 | は 等しい ので

.

T .

x
L FD G = LF CB - ①

rg
× LEG D = LF BC -②

( 共通 な角 より LD FG = LC FB で も 良い )

①
、
② より 2組 の 角 が それぞれ等しい の で

△ F DG △ F CB

対応 する辺の 比 は 等しい ので
、

※ FC = FD tDC
DG :管

「
碧寧 =だが
het ÷

・

よって

Fe DG =沅

2 ×沅 ×※浩然琢 ×E )
= f × 55準



よって

ED : DG = 寧 : 雫
) × 21

= 28「5:18AL

= 28 : 18
) ÷ A

IEC
) ÷ 2


